
 

【報告】犬山市高齢者移動支援事業の進捗状況について 
 

１．令和２年度の内容 

移動支援事業のための調査 アンケート集計結果 

◆調査対象：２０歳以上の市民 

※令和２年４月１日時点の年齢 

※要介護３～５の方を除く 

◆配 付 数：４，０００通（無作為抽出） 

◆回 収 数：２，９２８通（回収率７３．２％） 

◆結  果：概要は以下のとおり 

・回答者：５８％が６５歳以上の高齢者。 

・回答者の家族構成：「配偶者と同居」「配偶者・子どもと同居」が各約３０％。 

・小学校区別の回答率：城東小学校区が８０．２％。 

・困っている人：１７．１％。（６５歳以上は２０.１％） 

・５年後困ると思う人：４１．３％（６５歳以上は５８．９％） 

・利用したい人：１，５９５人（５４．５％） 

・参加できる人：７２人（２．５％） 

・「困っている」かつ「利用したい人」が多い小学校区：池野小学校区（３２．８％） 

・「５年後困ると思う」かつ「利用したい人」が多い小学校区：池野小学校区（６６．４％） 

◆考 察：以下のとおり 

・現在困っている人は少ないが、５年後の不安感は大きい。 

・ドライバーの不安は少なくない。（特に他人を乗せることについて） 

・モデル地区の候補は、池野小学校区。 

 

２．令和３年度の内容 

【モデル地区を選定し、具体的な活動内容を決定し、検証につなげる】 

・年３回開催予定の犬山市高齢者地域ケア・生活支援推進協議会移動支援事業検討部会にて

随時検討予定。 

・愛知県のアドバイザー派遣事業を活用し、NPO 法人全国移動サービスネットワークと一緒

に検討予定。 
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